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１. はじめに 

近年,鋼殻と鉄筋コンクリートから構成される合成セグメントが

用いられている.主断面の設計手法は鋼殻部を鉄筋と同様に，引張

補強部材とみなしたRC 理論が一般に用いられている．鋼殻部は，

鋼製セグメントと同様に主桁とスキンプレートを設計断面として

いるが，スキンプレートについては厚さの25倍の範囲のみを有効幅

としている.一方，近年では施工期間の短縮や経済性を目的とした

セグメントの幅広化が進んでおり，その際スキンプレートを有効な

設計断面として見込めない部分が多く，必ずしも合理的な断面とは

いいがたい．本稿では外面側主鉄筋をスキンプレートと溶接するこ

とで，スキンプレートとコンクリートの一体化を図り，その有効幅

を広げる効果について単体曲げ試験(要素試験)により検証し，その

結果を報告する．  

２. 構造概要 

供試体諸元を表-1，供試体主断面

図を図-2に示す．ハッチング部分が

本試験で想定した鋼殻部の設計有効

断面である．スキンプレート有効断

面は，主桁から 25t(t=スキンプレー

ト厚)を構造部材として見込んだタ

イプ(従来型)と外面に配置した鉄筋

から 25t を構造部材として見込んだ

タイプ(改良型)でそれぞれ正負曲げ

試験を実施した．なお，今回使用し

た供試体は共通して，内面に配置し

た周方向鉄筋と鋼殻の縦リブとをフ

ック状に加工した幅方向鉄筋により

一体化させている.計算値の算定には，

主桁およびスキンプレートを引張補

強部材としてモデル化し，RC 理論を適

用している．  

３. 試験方法 

 図-3に試験概要図を示す．支持スパン 600mm,載荷スパン 150mm の 2 点載荷，両端可動支持条件で載荷を行った．

各タイプにおいて,耐力および剛性の評価の他,スキンプレートのひずみを計測し,改良型合成セグメントによるス

キンプレートの有効幅拡大の有効性について検証した. 
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図-2 供試体主断面図 

表-1 供試体諸元 

図-1 試験状況 

(従来型合成セグメント) 

(改良型合成セグメント) 

図-3  試験概要図 
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改良型 従来型

幅 (mm)

長さ (mm)

厚さ (mm)

f'ck (N/mm2)

厚さ (mm) 3 3
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４. 試験結果 

表-2に材料物性値と設計値と実測値を示す． 

 

 

 

 

(1)正曲げ試験 

 図－4 に正曲げ試験における曲げモーメント M－鉛

直変位δvの関係図を示す.表－2に示した実強度を用

いて算定した破壊モーメント 87.6 kN･m と概ね近似し

た値となった.図－5 にスキンプレートの幅方向ひず

み分布を示す.改良型は従来型と比較し，ひずみ分布の

ばらつきは小さく，スキンプレートが有効に作用して

いることが推測される．従来型の試験時には，スキン

プレートとコンクリートとの剥離がみられ，改良型は

ひずみ分布からも外面側鉄筋によるコンクリートとの

一体化が図られていると考えられる． 

(2)負曲げ試験 

図－6 に負曲げ試験における曲げモーメント M－鉛

直変位 δv の関係図を示す.載荷終了時点での曲げモ

ーメントは 135.2kN･m であり，従来型では 133.2kN･m

とほぼ同等の値を示しているが，これが今回の試験装

置での限界荷重でありグラフ形状から最大荷重はこ

れより大きな値が発生すると推定される.図－7 にス

キンプレートの幅方向ひずみ分布を示す.幅方向位置

中心付近のひずみ分布が従来型に比べ明らかに大き

く，スキンプレートが有効に作用しているためと考え

られる．また，従来型に比べ正曲げ試験と同様にひず

みのばらつきも小さく，特に降伏荷重時以下の弾性域

では幅方向に一様に応力を負担していることが確認

できる． 

５. 結論 

外面側の主鉄筋をスキンプレートと溶接して配置

することで，外面側主鉄筋の応力負担だけでなく，その

付近のスキンプレートについても応力を負担すること

が確認された． 

６. おわりに 

今回実施した性能試験により,外面側の主鉄筋をスキ

ンプレートと溶接して配置することで，スキンプレート

の有効幅を広げる効果が期待できることが確認できた．

この結果を踏まえ，「その２」で実大試験結果について

報告する． 
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図-7 スキンプレートひずみ分布(負曲げ) 

図-4 M-δ関係図(正曲げ) 
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図-6 M-δ関係図(負曲げ) 

圧縮強度 ヤング係数

設計値 42.0　N/mm2 33.0　kN/m2

実測値 72.5　N/mm2 36.1　kN/m2
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